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Ⅰ 開発教育指導者研修の概要 

■ 開発教育指導者研修の目的 ―――――――――――――――――――― 
 

独立行政法人国際協力機構（以下、「JICA」）は、開発途上国の現状や日本との関係に関する「知

見の還元」および自分に何ができるかを「考える機会の提供」、地域における「橋渡し役」に重点

を置いた開発教育支援を実施している。JICAの国内機関である中部国際センター（以下、「JICA中

部」）は、中部地域（愛知・岐阜・三重・静岡）における開発教育支援として、①JICA が直接受け

手に対して指導等行う事業（国際協力出前講座、JICA施設訪問プログラム等）と、②開発教育に取

り組む担い手を育成するもの（教師海外研修、開発教育指導者研修）を実施している。特に、指導

者育成の事業においては、①初めて開発教育に取り組む人材を対象とした開発教育指導者研修（初

級編）と、②より中核的な指導者となることが期待される人材を対象とした開発教育指導者研修（実

践編）、及び③教師海外研修を実施し、それぞれの事業を有機的に結びつけることにより相乗効果

の拡大を図っている。 

このうち、開発教育指導者研修（実践編）は、中部地域における開発教育の中核的な指導者を育

成すること、かつ指導者間の連携強化およびネットワーク形成を行うことを目的として、①開発教

育の理論や具体的な教材事例、参加型学習の理論および実践方法（ファシリテーション）等の指導

法の体系的な学習、あるいは②実際の開発途上国への訪問による開発途上国の実情および日本の国

際協力の状況に対する理解の促進および教育材料の収集等のための研修を実施している。 

また、研修受講者は、学校･地域等における教育現場において自主的に開発教育を展開する他、

JICAの開発教育指導者研修（初級編）において指導を行うなど、地域の開発教育の中核的存在とな

ることが期待されている。 
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■ 「実践編」の概要 ―――――――――――――――――――――――― 
 
 (1) 日 時  第１回 2017年6月10日 (土) 13：00～17：08 －11 (日) 10：00～15：17 

第２回 2017年7月 15日 (土) 13：00～17：07 －16 (日) 10：00～15：17 

第３回 2017年8月26日 (土) 13：00～17：17 －27 (日) 10：00～17：20 

第４回 2018年2月10日 (土) 10：00～18：00 

開発教育･国際理解教育実践報告フォーラム2018（以下「実践報告フォーラム2018」） 

 2018年2月11日 (日) 10：00～16：30 

 (2) 場 所  JICA中部 なごや地球ひろばセミナールーム 

 (3) 対 象  小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の教員、教育委員会、自治体関係者、 
NPO/NGO、JICAボランティアOB/OGなど 

 (4) 運営委託先 （特活）NIED･国際理解教育センター 

 (5) 後 援  愛知県教育委員会、岐阜県教育委員会、三重県教育委員会、静岡県教育委員会、 

名古屋市教育委員会、静岡市教育委員会、浜松市教育委員会 

 (6) 参加者数  39名（うち16名は教師海外研修参加者）、他JICAスタッフ等も参加 

実践報告フォーラム2018：126名（一般参加者） 

(7) 参加費    無料 
(8) 講 師   （特活）NIED･国際理解教育センター代表  伊沢令子 
(9) 内 容    テーマ、ねらい、プログラムは、次のとおりである。 

 

テーマ「ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）とグローバル人材」 

 開発教育・国際理解教育の目的・内容・進め方と、ESDを始めとする他の教育との関連性を理解
する。 

 「知り・考え・気づく」場の提供と、「自己肯定感」「コミュニケーション力」「参加・協力」の
力を育てることを通して、人の行動変容を支える「参加型」についての理解を深め、習熟する。 

 人がよりよく学び、よりよく変わることに寄り添う「ファシリテーターの役割」とそのための
手立てを確認し、習熟する 

 3回までに学んだことを基に、各自の現場で開発教育・国際理解教育のプログラムを実践し、そ
の成果と課題を第4回に持ち寄り共有し、よりよい質の教育（BQOE※）につなぐ。 

 1年間に及ぶ本研修の成果を、仲間と共に一般の人々に向けてフォーラムで発表することを通し
て、次なる担い手を増やし、「学びの好循環」を作る。 

 

◆ 第１回：『 開発教育・国際理解教育がめざすもの 』 

  
  ◆ 第２回：『 開発教育・国際理解教育にできること 』 

BQOE…Better Quality of Education 
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Ⅰ 開発教育指導者研修の概要 

 

◆ 第３回：『 開発教育・国際理解教育のすすめかた 』 

◆ 第４回：『 開発教育・国際理解教育をつなげよう 』 

 

◆ 実践報告フォーラム2018『 ヒントが見つかる！仲間に出会える！ 』 

 

 

 

■ 「初級編（愛知県）」の概要 ―――――――――――――――――――― 
 
 (1) 事業名  2017年度愛知県開発教育指導者研修（初級編） 

 (2) 日 時  2018年2月17日（土）13：30～17：30 

 (3) 場 所 JICA中部なごや地球ひろば 

 (4) 主 催 独立行政法人国際協力機構 中部国際センター 

 (5) 参加者 17名 

 (6) 参加費 無料 

 (7) 内 容 テーマ、プログラムは以下のとおり 

 

テーマ：「世界とつながるって、仲間とつながることなんだ」 

① 基調講演「国際理解教育の視点」 

 講師：（公財）名古屋国際センター 林 敏博 氏 

② 参加型手法・ワークショップ 

 講師：中部BQOE研究会 

③ 講評（公財）名古屋国際センター 林 敏博 氏 

④ ふりかえり、諸連絡、アンケート記入 

 

 
 

■ 「初級編（岐阜県）」の概要 ―――――――――――――――――――― 
 
 (1) 事業名  2017年度岐阜県開発教育指導者研修（初級編） 

岐阜県総合教育センター「国際理解教育講座（海外派遣）」 

 (2) 日 時 2017年8月25日（金）9：30～16：00  
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 (3) 場 所 岐阜県総合教育センター 

 (4) 共 催 岐阜県総合教育センター（岐阜県教育委員会） 

 (5) 参加者 23名 

 (6) 参加費 無料 

(7) 内 容 テーマ、プログラムは以下のとおり 
 

テーマ：国際理解教育講座 

① 講義Ⅰ「JICAボランティア現職教員特別参加制度の活用方法」 

～青年海外協力隊体験談～ 

 講師：岐阜県立郡上高等学校 教諭 中間 優希 

② 講義Ⅱ「パネルトーク」 

 パネリスト：岐阜県立郡上高等学校 教諭 中間 優希 

       関市立下有知中学校  教諭 吉田 麻里子 

       JICA中部連携推進課 専門嘱託 倉坪 久美 

③ JICAよりお知らせ  

④ 国際理解教育ワークショップ 

～教師海外研修、開発教育指導者研修（実践編）の活用と実践を通して～ 

  講師：関市立下有知中学校  教諭 吉田 麻里子 

⑤ 研修まとめ 

■ 「初級編（三重県）」の概要 ―――――――――――――――――――― 
 
 (1) 事業名  2017年度開発教育指導者研修 in三重（初級編）～今日から使える！国際理解のススメ～ 

「実践に学ぶ 国際理解教育研修」～多文化共生の視点から～ 

(2) 日 時 2017年8月1日（火）13：00～16：30 

 (3) 場 所 三重県松阪庁舎6階大会議室 

 (4) 主 催 JICA中部、三重県、三重県教育委員会 

（「三重県総合教育センター研修」（三重県教育委員会）、「平成29年度国際理解教育 

研修」（三重県環境生活部ダイバーシティ社会推進課）との協働事業） 

 (5) 参加者 25名 

 (6) 参加費 無料 

 (7) 内 容 テーマ、プログラムは以下のとおり 
 

テーマ：今日から使える！国際理解のススメ 

① アイスブレーキング 

② ワークショップ１「みんなでつながる！」 

講師：桑名市立久米小学校 教諭 清水 歩美 

③ ワークショップ２「自分の目で確かめ、考えよう！私たちはみんな同じで、みんな違う」 

        講師：名古屋市立守山東中学校 教諭 佐藤 仁美 

④ 質疑応答 

⑤ 主催者からの事業案内 
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Ⅰ 開発教育指導者研修の概要 

■ 「初級編（静岡県浜松）」の概要 ―――――――――――――――――― 
 
 (1) 事業名  国際理解教育ファシリテーター養成リレー講座2017（全4回連続講座） 

 (2) 日 時 第１回 2017年10月 8日（日）13：00～17：00 

第２回 2017年10月21日（土）13：00～17：00 

第３回 2017年11月12日（日）13：00～17：00 

 第４回 2017年12月 2日（土）10：00～17：00 

 (3) 場 所 クリエート浜松（（公財）浜松国際交流協会） 

 (4) 主 催 JICA中部、（公財）浜松国際交流協会、はままつ国際理解教育ネット 

 (5) 参加者  全4回合計88人 

 (6) 参加費 各回500円（初回まとめて4回申込みの場合1,500円 ）＊学生、HICE会員無料 

 (7) 内 容 テーマ、プログラムは以下のとおり 

 

第1回「世界を知り、考えるためのアクティブ・ラーニング」 

 学校・社会・家庭で役立つ『国際理解教育』と『アクティブ・ラーニング』について考える。 

第2回「地域に住む外国人とうまく暮らしていくコツ！？」 

中央大学文学部教授、日本社会科教育学学会会長の森茂岳雄氏を特別講師として招き、 

移民の定義や歴史について学ぶ。 

第3回「浜松から「世界」を発見 ～まち歩き付き～」 

多文化共生の基本を知り、浜松の街を歩いて、身近な課題について考える。 

第4回「あなたも今日から国際理解教育ファシリテーター」 

 ワークショップを行う上で身に付けておきたい参加型手法やワークショップづくりのコツ 

について学び、オリジナルのワークショップを作成する。  
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■ 開催概要 ――――――――――――――――――――――――――――― 

■ 第１回のねらい ―――――――――――――――――――――――――― 

★ 開発教育・国際理解教育がめざすもの 

■ プログラムの内容 ――――――――――――――――――――――――― 
 

6/10 13:00 14:33

１．主催者挨拶／本研修の目的および概要説明／スタッフの紹介 13:00－[11] 

◇

◇

２．１年間の指導者研修のポイントと第１回のねらいの確認 13:11－[17] 

◇

◇

３．全体アイスブレーキング①～親指アンケート 13:28－[09] 

◇

◇

◇

◇
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４．全体アイスブレーキング②～4つのコーナー 13:37 [09] 

◇

◇

◇

５．グループアイスブレーキング①～ものローグ 13:46－[23] 

◇

◇

◇

◇

６．グループアイスブレーキング②～つながりの中の自分 14:09－[24] 

◇

◇

◇

◇

 6/10 14:33 17:08

１．グローバルビンゴ 14:33－[22]

◇

◇

◇

◇

◇



 

 

Ⅱ 開発教育指導者研修（実践編）第１回

8 

２．モノを通した世界とのつながり 

 2-1．パーム油クイズ 14:55－[13] 

◇

◇

◇

 2-2．パーム油をめぐる課題と対応 15:08－[22] 

◇

◇

◇

 2-3．消費者としてできること／ダイヤモンドランキング 15:30－[15] 

◇

◇
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‒ 休 憩 ‒ 15:45 [14] 

３．途上国の貧困･日本の貧困 15:59－[54] 

◇

◇

◇

◇

◇

【 「貧困の現状と背景4つの視点」成果例 】 
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◇

４．1日目のふりかえり 16:53－[10] 

◇

◇

５．事務連絡 17:03 [05] 

◇

◇

◇

17:08 
 

 

6/11 10:00 15:17 

１．JICA TIME 10:00－[18] 

◇

6/11 10:18 11:51

１．1日目のふりかえり、自己紹介～名刺で自己紹介 10:18－[24] 

◇

◇

◇

２．みよし町中華街構想～多文化共生の社会づくり／ロールプレイ 10:42－[69] 

◇
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【 「みよし町中華街構想問題解決に向けた話し合いの結論」成果例 】 
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【 「話し合いのプロセスにおいて気づいたこと･大切だと思うこと」成果例 】 

◇

‒ 休 憩 ‒ 11:51－[55] 

6/11 12:46 13:47

１．グループ替え、一言自己紹介 12:46－[08] 

◇

◇

２．私たちのまちづくり～住民参加のまちづくり 12:54－[53] 

◇
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【 「改善したいまちの課題と解決に向けたアイデア」成果例 】 

◇

◇

‒ 休 憩 ‒ 13:47 [09] 

6/11 13:56 14:55

１．グループ替え、一言自己紹介 13:56－[10] 

◇

◇

２．もしも地球の気温が2度上がったら  

 2-1．良い影響・悪い影響を考える  14:06 [20] 

◇

◇
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◇

◇

◇

 2-2．地球温暖化の原因を考える 14:26－[22] 

◇

◇

◇

【 「地球温暖化の原因 因果関係図」成果例 】 

◇

◇

 2-3．課題解決のためにできること 14:48－[07] 

◇

◇
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6/11 14:55 15:17

１．開発教育･国際理解教育の目的と育てたい力 14:55－[05] 

◇

…

◇

２．ふりかえり 15:00－[08] 

◇

３．事務連絡 15:08－[09] 

◇

◇

15:17 

－ 研修で使用した教材の出典等一覧 － 

・『グローバルビンゴ～こんな人を探そう！』『モノを通した世界とのつながりクイズ』、『パーム油資料②パーム油をと

りまく問題』…（特活）開発教育協会「若者と学ぶESD・市民教育‐グローバル社会に生きる私たち」2014年 

・『解説パーム油』、『パーム油資料①パーム油プランテーションとミーナのくらし』『パーム油資料②サラワク開発会議・

パーム油と私たち』、消費者のわたしたちにできること選択肢、多文化社会に生きる ロールプレイ設定資料･設定カ

ード、みよし町中華街構想ふりかえりワークシート、ロールプレイ「まちづくり住民案の策定」役割カード、『地球

温暖化について』…（特活）開発教育協会「パーム油の話－地球にやさしいって何だろう？」2014年 

『パーム油資料③パーム油問題を考える』…WWFジャパン「持続可能なパーム油の調達とRSPO」2013年 

『パーム油資料④プランテーションと環境問題』『⑤プランテーションと社会問題』…プランテーション・ウォッチウ

ェブサイト http://plantation-watch.org/ 

・動画『飢える国・飽食の国』…NHK地球データマップ 
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■ 開催概要 ――――――――――――――――――――――――――――― 

■ 第２回のねらい ―――――――――――――――――――――――――― 

★ 開発教育・国際理解教育にできること 

■ プログラムの内容 ――――――――――――――――――――――――― 
 

7/15 13:00 14:12

１．主催者挨拶 13:00－[06] 

◇

２．第2回のねらいの確認と開発教育・国際理解教育の学びの柱の確認 13:06－[14] 

◇

◇

３． 第1回ふりかえり 13:20－[14] 

◇

【 「第1回ねらいごとのふりかえり」成果例 】 
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４．アイスブレーキング～たぶんあなたはこんな人 13:34－[28] 

◇

◇

◇

◇

５．自己紹介～第1回のふりかえりと共有 14:02－[12] 

◇

◇

7/15 14:12 17:12

１．グローバルクイズ 14:12－[24] 

◇

◇

◇

◇

２．グループ替え 14:36－[04] 

◇
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３．地球家族なりきり自己紹介～言われて嬉しいこと／言われたくないこと 14:40－[32] 

◇

◇ …

◇

【 「もしも自分がこの国の家族だとしたら言われて嬉しいこと・言われたくないこと」成果例 】 

◇

◇

４．じゃがいもさんとおともだち～じゃがいもさんに歴史あり、いわんや人間をや 15:12－[29] 

◇

◇

◇

◇

◇
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◇

‒ 休 憩 ‒ 15:41 [10] 

５．グループ替えと自己紹介～お似合いのイニシャル 15:51－[10] 

◇

◇

６．価値観は多様！4つのコーナー～わたしの当たり前≠世界の当たり前 16:01－[45] 

◇

◇

◇

◇

◇

７．物の見方は枠組み次第～一方向からの情報の危険性 16:46－[10] 

◇

◇

◇

◇ …

８．1日目のふりかえり～「理解」に近づくために大切なこと／役立つことは 16:56－[12] 

◇

◇

９．事務連絡 17:08－[04] 

◇

◇

◇

17:12  
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7/16 10:00 10:32

１．自己紹介 10:00－[10] 

◇

２．こんなところでつながっている日本と世界 10:10－[22] 

◇

◇

◇

7/16 10:32 12:19

１．貧困の定義と特徴…派生図→100字解説→貧困の悪循環 

 1-1．貧困に陥るとどうなるのか…派生図 10:32－[12] 

◇

◇

◇

◇

【 「貧困に陥ることで起こること」派生図の成果例 】 
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1-2．貧困とは…100字解説 10:44－[18] 

◇

◇

◇

 1-3．貧困の構造を考える…貧困の悪循環 11:02－[05] 

◇

◇

２．貧困（飢餓）の原因／フォトランゲージ 11:07－[18] 

◇

◇

◇

◇

３．途上国の貧困と日本の貧困 11:25－[15] 

◇

◇

【 「途上国の貧困と日本の貧困」成果例 】 
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◇

４．シャンパングラスの世界と貧困 ～構造的格差を作る貿易と公正貿易 11:40－[22]  

◇

◇

【 日本がより経済的に裕福になるための手法案 】 

◇

◇

◇

５．モロッコのムハンマドさん一家を救え！ 12:02－[17]  

◇

【 「ムハンマドさん一家の問題を解決するためのアイデア」成果例 】 

◇

◇

‒ 休 憩 ‒ 12:19－[57] 

7/16 13:16 13:34

１．JICA TIME 13:16－[18]  

◇
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7/16 13:34 14:23

１．前半のふりかえり 13:34－[06] 

◇

２．バングラデシュを救う9つの方法 13:40－[19] 

◇

◇

↓

…

↓

…

↓

…

↓

…

３．貧困解決のためにできること 13:59 [24] 

◇

◇ ☆

【 「貧困の悪循環を脱するために役立つこと、必要なこと」成果例 】 
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◇

◇

7/16 14:23 15:17

１．グループ替えと自己紹介 14:23－[07]  

◇

◇

２．グローバル・イシューと持続可能な開発目標SDGs 14:30－[29] 

◇

◇

◇ …

３．課題解決とよりよい未来作りに関わる力 14:59－[05] 

◇

【 「課題解決とよりよい未来作りのためにあると良い力、必要なスキル」成果例 】 

４．ふりかえり 15:04－[10] 

◇

５．事務連絡 15:14－[03] 

◇

◇

15:17  
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－ 研修で使用した教材の出典等一覧 － 

・『グローバルクイズ』…愛知県国際交流協会「世界の国を知る・世界の国から学ぶ 私たちの地球と未来」各国編（イタリア

／インドネシア／カナダ／ガーナ／スリランカ／タイ／中国／パナマ／フィリピン／モロッコ） 

・『地球家族フォトランゲージ版』…写真：ピーター・メンツェル／ガイドブック：（特活）ERIC国際理解教育センター編 

・『わたしの当たり前＝あなたの当たり前？…愛知県国際交流協会「世界の国を知る・世界の国から学ぶ わたしたちの地球と

未来」活用マニュアルVer.2 

・『子宮頸がんワクチン接種』… NIED 

・『国名つながりカード』…愛知県国際交流協会「世界の国を知る・世界の国から学ぶ 私たちの地球と未来」各国編（ソロモ

ン諸島／ベネズエラ／カンボジア／コンゴ共和国／イラン／モンゴル／サモア／マレーシア／ガーナ／フィリピン） 

・『貧困の悪循環カード』… JICA地球ひろば 「国際理解教育実践資料集－世界を知ろう！考えよう！－」2013年 

・『PROFILES OF HUNGER』…WORLD VISON AUSTRALIA 1995年 

・『富の偏在化～シャンパングラスの世界』…(特活）オックスファム・ジャパン http://oxfam.jp/news/cat/press/201799.html 

・貧困解決のための多様な手立てのひとつ「フェアトレード」 

『おいしいコーヒーの真実「あなたが支払ったコーヒー代はどこへ行く？」』…UPLINK http://www.uplink.co.jp/oishiicoffee/ 

『貧困を作り出す構造を変える もう一つの貿易「フェアトレード」』…ウィキペディア 

・『モロッコのムハンマドさん一家を救え！？』…愛知県国際交流協会「世界の国を知る・世界の国から学ぶ 私たちの地球と

未来」モロッコ編 

・『貧困解決のための多様な手立てのひとつ 「ビッグイシュー」』…ビックイシュー日本版ホームページ http://www.bigissue.jp/ 

・『バングラデシュを救う9つの方法』…「わくわく開発教育」（特活）開発教育協会 

・『持続可能な開発目標SDGs～2030年までの17のグローバル目標～』…国際連合広報センター 

 

※JICA…独立行政法人国際協力機構 

※NIED…特定非営利活動法人 NIED・国際理解教育センター 
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■ 開催概要 ――――――――――――――――――――――――――――― 

■ 第３回のねらい ―――――――――――――――――――――――――― 

★ 開発教育・国際理解教育のすすめかた 

■ プログラムの内容 ――――――――――――――――――――――――― 
 

8/26 13:00 14:25

１．主催者挨拶 13:00－[05] 

◇

２．第3回のねらいの確認、自己紹介 13:05－[12] 

◇

◇

３．全体アイスブレーキング～参加者アンケートを考えよう！／量的に捉える 13:17－[12] 

◇

◇

◇

４．グループアイスブレーキング～人生のタイムライン／時間軸で捉える 13:29－[13] 

◇

◇

◇
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◇

５．ファシリテーターの役割 13:42－[16] 

◇

６． 第２回ふりかえり 13:58－[27] 

◇

◇

◇

8/26 14:25 16:25

１．グループ替え、自己紹介 14:25－[06] 

◇

◇

２．学びの柱の確認 14:31－[30] 

◇

３．柱１ 他者、他国と肯定的に出会う・柱２ つながりに気づく目的と学ぶための工夫 14:37－[24] 

◇
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◇

【 「柱１･柱２の目的と学ぶための工夫」成果例 】 

‒ 休 憩 ‒ 15:01 [09] 

４．柱3 共通の課題を共に考え・共に越える目的と学ぶための工夫 

４-1．変えたいこと、変えるべきことは何か／二次元軸表・カード式整理法 15:10－[43] 
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◇

【 「二次元軸表、カード式整理法から分かったこと、見えてきたこと」成果例 】 

◇

 

４-2．人類共通の課題を越えていくには？～柱３が大切な理由／派生図 15:53－[08]

◇
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４-3．持続可能なよりよい未来創りのために大切なこと／リスト作り 16:01－[24] 

◇

【 「課題解決とよりよい未来を創る実現のために育てたい価値観・スキル・役立つ情報」成果例 】 

8/26 16:25 17:17

１．グループ替え、自己紹介 16:25－[08] 

◇

◇

２．プログラムとは～「ねらい」「ストーリー（流れ）」「アクティビティ（参加型手法）」 16:33－[13] 

◇

３．第1回と第2回を「ねらい」「ストーリー（流れ）」という視点でふりかえる 16:46－[09] 

◇
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４．第1回～第3回を「手法」という視点でふりかえる 16:55－[03] 

◇

◇

５．8つのテーマのプログラムを作ろう！ 16:58－[07]  

◇

６．1日目のふりかえり 17:05－[08] 

◇

７．事務連絡 17:13－[04]  

◇

◇

17:17  

8/27 10:00 10:10 

１．JICA TIME 10:00－[10] 

◇

8/27 10:10 10:58

１．教師海外研修エチオピアチーム報告 10:10－[24] 

◇

２．教師海外研修パラグアイチーム報告 10:34－[24] 

◇

8/27 10:58 14:00

１．プログラムの作り方シミュレーション 10:58－[182] 

◇
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◇

8/27 14:00 17:00

１．プログラム発表→実践報告フォーラム2018分科会ランキング→評価提案 

 1-1．プログラム発表 14:00－[134] 

◇

【 プログラムのねらいと展開 】 
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 1-2．実践報告フォーラム2018で提供したいものランキング 16:14－[11] 

◇

 1-3．プログラムの評価提案、ふりかえり 16:25－[15] 

◇

２．実践報告フォーラム2018 分科会担当決め 16:40－[04] 

◇

３．グループ替え 16:44－[06] 

◇

◇

４．よりよい参加型を進めるファシリテーションのポイント～よりよいFは○○する 16:50－[10] 

◇

【 「よりよい参加型を進めるファシリテーションのポイント」成果 】 
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8/27 17:00 17:20

１．実践報告フォーラム2018の概要説明と準備のお願い 17:00－[10] 

◇

２．事務連絡 17:10－[20] 

◇

◇

◇

17:20  

－ 研修で使用した教材の出典等一覧 － 

・『参加型手法の解説～12のものの見方･考え方から』…名古屋市「環境学習実践者向けESDガイドブック ESDはじめの一歩」

2015年
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Ⅴ 実践報告シート 

 
 
 
■ 実践報告シート一覧 （五十音順）――――――――――――――――――― 

 

01
02 E

03
04
05
06
07
08 P

09
10 P

11
12
13
14 E

15
16 P

17 E

18
19
20 P

21
22
23 E

24 E

25 E

26
27
28
29 E

30
31
32
33 P

34 P

35
36 P

37 E

38
39 P

P,E P E
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“Let’s find someone who… ” 

“Choose one country and check good, interesting or surprising 
points about the country.” 

“Let’s find something new or surprising about the countries 
your friends tell.” 

“I want to…”  

 

 

 

05 

 



 

 

 

41 

Ⅴ 実践報告シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

06 



 

 

Ⅴ 実践報告シート 

42 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

07 



 

 

 

43 

Ⅴ 実践報告シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

08 



 

 

Ⅴ 実践報告シート 

44 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

09 



 

 

 

45 

Ⅴ 実践報告シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 



 

 

Ⅴ 実践報告シート 

46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 



 

 

 

47 

Ⅴ 実践報告シート 

 

 

 

 

  

   

   

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

12 



 

 

Ⅴ 実践報告シート 

48 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 



 

 

 

49 

Ⅴ 実践報告シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4C communication 
collaboration 
critical thinking  
contribution 
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rickshaw

 
 

 
 

”How many children in the world do not attend school?”, “How many 
adults in the world can’t read or write?”

 

 

 
 

 
 

 
 

Q&A Kahoot!  
 

 
1  

 

 

 ESD

 
 

 
JNNE

 
 

  Yousafzai, 
M. (2014)  
Nobel Lecture  
 

Quizlet
Quizlet

https://quizlet.com/
 

 
Kahoot!  
https://kahoot.com/

 
 
Post-it® Tabletop 
Easel Pad  
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Ice Break

 
Warm up

Activity 1  

Activity 2 Let’s make okonomiyaki !  

Lunch Time Clean-up 
Activity 3

nickname 
name 
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Challenge for the dream
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■ 開催概要 ――――――――――――――――――――――――――――― 

■ 第４回のねらい ―――――――――――――――――――――――――― 

★ 開発教育・国際理解教育をつなげよう 

■ プログラムの内容 ――――――――――――――――――――――――― 
 

2/10 10:00 10:55

１．主催者挨拶 10:00－[02] 

◇

２．第４回のねらいの確認 10:02－[06] 

◇

◇

３．アイスブレーキング、自己紹介 10:08－[18] 

◇

４．第1回～第3回研修のふりかえり 10:26－[29] 

◇

◇

◇

2/10 10:55 12:09

１．実践の共有 10:55－[14] 

◇

◇
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‒ 休 憩 ‒ 12:09－[61] 

2/10 13:10 14:25

１．実践の共有 13:10－[75] 

◇

2/10 14:25 15:38

１．体験して学んだ国際理解教育の可能性 14:25－[07] 

◇

◇

◇

【 「国際理解教育の可能性」成果例 】 

 

◇
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２．SDGs目標４「すべての人にインクルーシブで公正な質の高い教育を」達成のために！ 14:52－[24] 

◇

◇

◇

３．持続可能なよりよい未来をつくる人を育む教育者の心得 15:16－[22] 

◇

◇

【 「持続可能なよりよい未来をつくる人」を育む教育者の心得5カ条」成果 】 

◇
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‒ 休 憩 ‒ 15:38－[09] 

15:47 17:02

１．実践報告フォーラム2018の進め方と個々の動きの説明 15:47－[24] 

◇

２．実践報告フォーラム2018についての確認事項 16:11－[51] 

◇

◇

◇

【 「フォーラムで参加者に持ち帰って欲しいこと」成果 】 

‒ 休 憩 ‒ 17:02－[08] 

 

17:10 18:00

１．海外研修報告／有志ワークショップ／個人の実践報告の準備及び相談 17:10－[50] 

◇

◇

18:00  

－ 研修で使用した教材の出典等一覧 － 

・『グローバルエデュケーションモニタリングレポート2016』…グローバルエデュケーションモニタリングレポート2016 

・インクルーシブで公正な質の高い教育と今の社会を読み解く5つのキーワード 

『インクルーシブ（包摂的な）／イクスクルーシブ（‘排他的な）』…ヒューライツ大阪 

『ポスト・トゥルース（脱・真実）』…知恵蔵 

『フェイクニュース（虚偽報道）』…知恵蔵 

『ヘイトスピーチ（憎悪表現）』…知恵蔵／wikipedia 

『アイヒマン（Karl Adolf Eichmann）1906-1962』…ブリタニカ国際大百科事典 

『誰もがアイヒマンになる可能性を持っている』…森達也 （映画監督／作家） 
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■ 開催概要 ――――――――――――――――――――――――――――― 

■ 開発教育･国際理解教育実践報告フォーラム2018のねらい ―――――― 

■ プログラムの内容 ――――――――――――――――――――――――― 

10:00 12:30

１．あいさつ・概要説明など 10:00 [22] 

◇

◇

◇

２．39人ポスターセッション（実践報告） 10:22 [128] 

◇

◇

◇

‒ 休 憩 ‒ 12:30 [60]
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13:30 15:05

１．実践教材体験ワークショップ 13:30 [90]   

◇

◇

15:15 16:05

１．教師海外研修報告（パラグアイ） 15:15 [25]  

◇

２．教師海外研修報告（エチオピア） 15:40 [25]  

◇

16:05 16:30

１．ふりかえり・閉会 16:05 [25]   

◇

◇

◇
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■ 実践教材体験ワークショップの内容 ―――――――――――――――――― 
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８ 

 

■ 研修への期待と満足度について ――――――――――――――――――― 

 
 

 

 

 

 

 

■研修を受けた自分自身の意識の変化について ――――――――――――――― 

設問 1；指導者研修・海外研修に期待したこと・目標

としたことは何ですか。（複数回答） 
設問２；指導者研修、海外研修は、あなたの期待（あ

るいは目標達成の支援）を満足させるもので

したか。 

設問３；研修を通じて、人権、環境、貧困、開発、共生、

平和などに関する情報に関心を持つようになり

ましか。 
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＜「知らない」という自覚／「知ること」から始まるという認識＞ 

＜自分と世界のつながり／社会問題は他人事ではなく自分事だということ＞ 

＜地球市民という考え方と責任／自分の行動が持つ人や社会への影響力＞ 

＜自ら行動することの大切さ＞ 

＜周りに伝えていく使命感／まわりの人々と課題について対話する大切さ＞ 

設問４；研修を通じて、地球上で起きている環境や貧

困の問題と自分たちの生活とのつながりがわか

りましたか。 

設問５；国際協力（身近な買い物から直接支援まで）

について自分にできることを考えるようになり

ましたか。 

設問６；その他､地球市民として、何に気づき、何について考えるようになりましたか。（主な回答内容） 
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＜「与える」のではなく「引き出す」支援／多様な国際協力活動＞ 

＜ファシリテーターとしてのあり方／授業への参加型の導入の仕方＞ 

＜対話と相互理解の大切さ／協同の姿勢＞ 

＜身近なことと地球規模のことのつながりや同一性／Think global Act local＞ 

＜今後につながる問い＞ 
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■ 開発教育・国際理解教育の実践について ――――――――――――――――― 

設問7､8；受講前後に考えていた「開発教育」または「国際理解教育」の教育の範ちゅうはどれですか。（複数回答） 

設問9；開発教育・国際理解教育の延べ実践時間 設問10；前年度に比べた実践時間の変化 
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＜開発教育・参加型のドウハウを身につけ意欲が増加＞ 

＜指導者研修および海外研修の学びの還元と使命感＞ 

＜立場が変わり機会が得られた／時間の捻出の自己努力＞ 

＜多様な科目に導入または教科横断型による取り組み＞ 

 

設問11－1；実践時間が増加した理由は何ですか。（主な内容） 

設問12；前年度に比べて本年度の実践内容は 

どのようになったと思いますか。 

設問11－2；実践時間が減少した理由は何ですか。（主な内容） 
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＜研修を通して、プログラムの作り方や参加型の導入のスキルの習得＞ 

＜海外研修や指導者研修で得られた教材・情報・学びの効果＞ 

＜児童・生徒主体の開発教育・国際理解教育の授業を行うことでの児童・生徒の変化＞ 

＜仲間からの刺激・協働でのプログラム作り＞ 

＜リピート参加による学びの深まり＞ 

＜教科教育への導入／教科横断型の連携＞ 

＜目的の明確化＞ 

設問13；実践内容が深まった理由は何ですか。 
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設問15；研修や実践を通じて、学習者が、主体的に考え、

学習者同士が学び合えるような問いかけや参加型

の手法を使えるようになりましたか。 

設問16；次の参加型の手法のうち、進め方を理解し、実践した手法はどれですか。（複数回答） 

設問 14；研修や実践を通じて、流れに沿って気づきか

ら行動へとつながるプログラムを作れるように

なりましたか。 
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＜安心感のある場づくり／アイスブレーキング＞ 

＜明るい表情／受容／多様性尊重＞ 

＜コミュニケーションの活性化＞ 

＜対等・平等／信頼＞ 

＜参加者主体／ファシリテーターが話す時間＜参加者の活動時間＞ 

＜視覚的教材やハンズオン／調べ学習／リアルな教材＞ 

＜適材適所で参加型手法を活用＞ 

＜「考える」時間＞ 

設問 17；場づくり、学習者の主体性、学習者同士の学び合いを進めるファシリテーターとして、あなたが心がけた

り、実践したりしたことを教えてください。（主な内容） 
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＜問いかける／引き出す＞ 

＜事前準備など＞ 

■ 学習者の変化や周りへの波及効果ついて ―――――――――――――――― 

設問19；学習者にどのようなより良い変化があり 

ましたか。（複数回答） 

設問18；開発教育・国際理解教育の実践により 

学習者により良い変化がありましたか。 
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設問 20；参加型の手法や考え方を、自分の活動に関係

することに取り入れましたか。（複数回答） 

設問 21；所属している学校や団体内において、研修で

学んだ開発教育・国際理解教育や参加型の手法な

どを他の教職員等に伝えましたか。（複数回答） 

設問 22；所属する学校や団体の上司や同僚は、あなた

が行う開発教育・国際理解教育や参加型の実践活

動を理解してくれていますか。 
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設問 24；ＪＩＣＡ中部の開発教育・国際理解教育に関

するメニューのうち、これまで活用したり、参加

したりしたものはどれですか。（複数回答）     

設問 23；１年間の研修を通じて、開発教育・国際理解

教育のネットワークができましたか。（複数回答） 
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■ 全体を通して ―――――――――――――――――――――――――――― 

＜学ぶこと・知ることの楽しさ＞ 

＜教育の大切さ／教育者の使命＞ 

＜身近なところから始まる開発教育／開発教育の範疇＞ 

＜「肯定的に出会うこと」「自己受容・他者受容」の意味と意義＞ 

設問25；１年間の研修を通して、あなたの最も大きな学びや変化は何でしたか？ 
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＜参加型手法の効果の実感＞ 

＜他人事が自分事に＞ 

＜同じ志を持つ仲間がいることの喜び・刺激＞ 

＜研修リピートの効果の実感＞ 

 

＜クラスづくり、多様な教科に参加型と開発教育を導入還元＞ 

設問26；具体的にどのように活かしていきたいと考えていますか。 
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＜更なるブラッシュアップ／継続と定着＞ 

＜一緒に取り組む仲間づくり＞ 

＜積極的なコミュニケーションと関係づくり＞ 

＜出会った仲間と「つながり」を継続／情報共有＞ 

＜セルフエスティームの育成＞ 

＜共生のまちづくり＞ 
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■ 研修・実践報告フォーラムをより良くするための提案 ――――――――――― 

＜今のままで＞ 

＜研修の内容＞ 

SDGs

＜９月から１月＞ 

＜受講者属性＞ 

＜受講者同士の交流＞ 

＜その他＞ 
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＜実践報告ポスターセッション＞ 

＜実践体験ワークショップ＞ 

＜教師海外研修報告＞ 

＜フォーラム内容の共有＞ 

＜参加者属性＞ 

＜参加者・受講者の交流＞ 

＜開催日程＞ 
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